


（輪投げコーナー）

企これでストレス解消（パイ投げコ ーナー）

V僕はガンマン（水鉄石包コ ーナー）

V将来の大投手を探して（スピードガンコーナー）

－
昭
和
白
年
9
月
号

＠

8月T白から3巳ぎで，朝日町商工会館前広場をメー

ン会場として， 「あさひまつり」ガ開催されましだ。

1日にはミ二Sしガ走り，2白には「木のぬくもりに

触れてみませんか」をテーマにし芝「チピッコ広場木と

のふれあい」ガ行われ，子供疋ちは職人さんの指導で， 企 3日夜 150発打ち上げられた花火大会

いすやカセットラック，郵便受けなど思い思いの木製自

づくりを楽しみましだ。夜は，町内兜童クラブ等の手作

りみこしによる「子供みこし大会」ガ行われ，3日は，

カラオケ大会，あさひ音頭の街流し，花火大会ガ行われ V子供たちは大よろ二びミニ Sし

ぎした。

ま疋，まつり期間中，各団体等から夜店の出店ガあり

にぎわいましだ。特に 連合青年団ガ主催し疋，パット

コルフ，舗投げ，パイ投げ水鍋包スピードガン，大

声などのコーナーや役場職員ガ出店しだ友好都市「釜石

市特産自紹介」コーナーは，にぎわっ疋ょうです。
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町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

大

久

保

久

光

（大
家
圧

・
は山歳）

大
久
保
さ
ん
は
、
昭
和
臼
年
か
ら

昭
和
日
年
ま
で
叩
年
間
に
わ
た
り
大

家
庄
町
内
会
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、

昭
和
問
年
か
ら
引
年
ま
で
大
家
庄
地

区
の
区
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
間
昭
和
印
年
に
は
朝
日
町

区
長
会
副
会
長
、
昭
和
白
年
に
は
朝

日
町
区
長
会
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

百
河
豚
美
術
館
の
建
設
、
朝
日
電
子

（
株
）
の
誘
致
、
大
家
庄
保
育
所
の
移

転
改
築
な
ど
、
地
区
の
振
興
並
び
に

町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

キ木

義

正

（
笹
川

－
U
歳）

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
必
年
l
月
か

ら
刊
年
比
月
ま
で
笹
川
の
町
内
会
長
、

昭
和

M
年
1
月
か
ら
昭
和
引
年
ロ
月

ま
で
笹
川
地
区
区
長
を
務
め
る
と
と

も
に
、
昭
和
日
年
に
は
朝
日
町
区
長

会
長
に
就
任
さ
れ
、
こ
の
間
、
林
業

構
造
改
善
事
業
主
一
家
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
）
の
促
進
、
町
道
笹
川
山
手
線

の
新
設
、
広
域
基
幹
林
道
烏
帽
子
山

総
の
促
進
、
北
陸
自
動
車
道
の
促
進
、

県
道
問
中
横
尾
線
の
新
笹
川
ト
ン
ネ

ル
の
開
設
な
ど
、

地
区
の
振
興
並
び

に
町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
厚
生
功
労

菅
田

房

雄

（
大
家
圧

・
空
戚
）

菅
国
さ
ん
は
、
昭
和
弘
年
日
月
か

ら
保
護
司
と
し
て
、
不
幸
に
し
て
罪

を
犯
し
た
人
の
更
生
事
業
は
も
と
よ

り
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
行
政
機

関
な
ど
と
の
連
絡
調
整
を
は
じ
め
、

就
職
の
あ
っ
せ
ん
や
再
犯
防
止
等
の

指
導
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

赤
J 11 

重

次

（山
崎

－
mw
歳）

赤
川
さ
ん
は
、
昭
和
泊
年
5
月
か

ら
保
護
司
と
し
て
、
不
幸
に
し
て
罪

を
犯
し
た
人
の
更
生
事
業
は
も
と
よ

り
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
行
政
機

関
な
ど
と
の
連
絡
調
整
を
は
じ
め
、

就
職
の
あ
っ
せ
ん
や
再
犯
防
止
等
の

指
導
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
塚

緑

（
笹
川

・
昭
蔵
）

小
塚
さ
ん
は
、
昭
和
弘
年
3
月
か

ら
保
護
司
と
し
て
、
不
幸
に
し
て
罪

を
犯
し
た
人
の
更
生
事
業
は
も
と
よ

り
、
家
庭
や
学
校
、
職
場

・
行
政
機

関
・
な
ど
と
の
連
絡
調
盤
、を
は
じ
め
、

就
職
の
あ
っ
せ
ん
や
弾
犯
防
止
等
の

指
導
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労

字
国

謙

治

（
南
保

・

2域
）

字
国
さ
ん
は
、
昭
和
的
年
か
ら
昭

和
町
年
ま
で
多
年
に
わ
た
り
泊
町
外

ニ
ヵ
村
土
地
改
良
区
理
事
と
し
て
、

幹
線
用
水
路
の
改
修
に
努
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
昭
和
泊
年
か
ら
は
黒
部

川
流
域
下
山
用
水
系
土
地
改
良
区
理

－
町
政
功
労
表
彰
。

え
て

昭
和
白
年
度
町
政
功
労
表
彰

企町政の進展に功績のあった 16人の方々を表彰しました。

事
、
昭
和
的
年
か
ら
南
保
外
二
地
区

用
水
土
地
改
良
区
理
事
、
昭
和
計
年

か
ら
朝
日
町
土
地
改
良
区
理
事
な
ど

を
歴
任
し
、

地
域
農
業
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

七
沢

政

重

（
山
崎

・

2戚）

七
沢
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
か
ら
通

算
凶
年
間
山
崎
土
地
改
良
区
の
理
事

と
し
て
、
土
地
改
良
事
業
に
積
極
的

に
参
画
さ
れ
、
そ
の
間
特
に
、
昭
和

引
年
に
着
手
し
た
県
営
土
地
改
良
総

合
整
備
事
業
の
地
区
担
当
理
事
と
し

て
、
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

吉
江

輝

寛

（
五
箇
庄

・
句
歳
）

吉
江
さ
ん
は
、
昭
和
剖
年
8
月
に

小
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
埋
事
に
就

任
以
来
、
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

に
よ
る
幹
線
周
排
水
路
の
整
備
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
昭
和
M
W
年
か
ら

五
筒
庄
土
地
改
良
区
理
事
長
と
し
て

団
体
営
ほ
場
箆
備
事
業
の
推
進
、
昭

朝
日
町
の
発
足
記
念
日
で
あ
る
8
月
1
日
、
午
前
川
時
か
ら

役
場
4
階
大
ホ
ー
ル
で
、
昭
和
白
年
度
の
町
政
功
労
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
長
年
下
山
用
水
組
合
の
助
役
と
し
て
町
政
の
進

展
に
尽
力
さ
れ
た
藤
田
留
吉
さ
ん
は
じ
め
市
人
の
方
々
を
表
彰

い
た
し
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。（

敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

藤
田

印
国
士
口
（
大
家
庄

・
活
歳）

力
あ
る
農
業
委
員
と
し
て
、
町
政
の

進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

林

一
夫
（笹
川

・
日
歳
）

必
回
さ
ん
は
、
昭
和
位
年
4
H円
か

ら
初
年
間
下
山
用
水
組
合
の
助
役
と

し
て
、
用
水
の
維
持
む
理
及
び
改
修

事
業
の
促
進
と
と
も
に
、
組
合
の
円

川
市
な
運
営
に
努
め
ら
れ
、
町
政
の
進

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

水

野

文

太

郎

（
山
崎

・
河
歳
）

水
野
さ
ん
は
、
昭
和
初
年
7
月
か

ら
剖
年
間
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
、
和
解
仲

介
等
の
業
務
に
精
励
す
る
と
と
も
に
、

側
々
の
農
家
に
出
か
け
て
相
談
に
応

じ
た
り
、
集
部
内
で
農
地
や
農
政
関

係
の
座
談
会
等
を
聞
く
な
ど
、
行
動

和
町
年
か
ら
朝
日
町
土
地
改
良
区
副

理
事
長
と
し
て
、
各
地
区
の
農
道
整

備
や
水
路
改
修
な
ど
土
地
改
良
事
業

を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
地
域
農
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
崎

俊

則

（
山
崎

・
笠
戚
）

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
7
月
か

ら
は
年
間
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

民
地
の
権
利
移
動
や
転
用
、
和
解
仲

介
の
業
務
に
精
励
す
る
と
と
も
に
、

公
平

・
中
立
の
立
場
に
た

っ
て
農
家

の
相
談
活
動
を
行
う
な
ど
、
行
動
力

あ
る
農
業
委
員
と
し
て
、
町
政
の
進

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷

益

雄

（泊

・
侃
歳
）

山
崎
さ
ん
は
、
昭
和
絹
年
か
ら
げ

年
間
山
崎
土
地
改
良
区
理
事
と
し
て
、

団
体
営
及
び
山
村
振
興
事
業
に
よ
る

は
場
整
備
や
県
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
に
よ
る
山
合
川

・
導
善
寺
川
の
改

修
、
並
び
に
昭
和
町
年
度
に
着
手
し

た
県
営
土
地
改
良
総
合
献
花
備
事
業
の

推
進
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
功
労

米
丘

正

雄

（
南
保

・
刀
歳
）

大
谷
さ
ん
は
、
昭
和
泊
年
以
来
日

年
に
わ
た
り
大
屋
町
内
会
長
を
務
め
、

こ
の
間
に
朝
日
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、
特
別
養
謎
老
人
ホ

l
ム

「有
機
必
」
の
建
設
、
は
場
的
mm
備
事
業

の
促
進
な
ど
、
地
区
め
振
興
並
び
に

を
積
檀
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

公
民
館
主
事
や
書
記
の
育
成
に
努
め

る
な
ど
、
教
育
文
化
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

加
藤

常

助

（泊

・
的
歳
）

米
丘
さ
ん
は
、
昭
和
回
年
4
月
か

ら
ロ
年
間
に
わ
た
り
南
保
公
民
館
長

と
し
て
、
地
区
住
民
の
教
養
の
向
上

と
生
活
文
化
の
振
興
等
公
民
館
事
業

加
稼
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
4
月
に

泊
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
創

設
し
、
初
代
金
長
に
就
任
。
以
来

一

貫
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及

と
人
材
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

昭
和
初
年
か
ら
は
朝
日
間
体
育
協
会

の
理
事
も
務
め
る
な
ど
、
教
育
文
化

の
向
上
に
同
州
、
力
さ
れ
ま
し
た
。

上
島

恵

子

（泊

－
Y
歳）

上
一島
さ
ん
は
、
昭
和
目
的
年
以
来
6

固
に
わ
た
り
国
体
に
出
場
、
特
に
昭

和
日
年
の
山
梨
国
体
で
は
、
成
年
女

子
卓
球
団
体
の
部
の
富
山
県
チ

i
ム

の
主
力
選
手
と
し
て
活
躍
、
同
チ
ー

ム
の
上
位
入
賞
（

5
位
）
に
賞
献
す

る
な
ど
、
朝
日
町
の
名
声
を
全
国
に

広
め
ら
れ
ま
し
た
。

7月26日，教育文化会館グラウン

ド （旧泊中学校グラウンド）で，第

l回朝日町消防団消防操法大会が開

催され，消防協力者の表彰が行われ

ました。（敬称略）

表彰者

米国輝雅 （朝日町道下 ・25歳）

米間さんは，昭和62年3月15日，

平柳地内で発生した車両火災で通報・

消火に協力してくださいました。

平崎かわら店 （道下）

平崎かわら店の皆さんは．昭和62

年 4月16日に南保岩井谷地内で発生

した野火の消火に協力してください

ました。

折谷工業株式会社 （笹川）

折谷工業の皆さんは，昭和62年 5

月7日，宮崎地内で発生した山林火

災に際し，生コン車両で消火水を運

． 搬してくださいました。

昭竹内組 （笹川｜）

和 竹内組め皆さんは，昭和62年 5月
62 
信 7日，宮崎地内で発生した山林火災

9に際し建設車両で消火水槽の仮設

用 に協力してくださいました。

号※なお，繰法大会の成績は，優勝 ・

＠ 第4分団．次勝第2分団，参勝

第 1分団でした。

消防協力者表彰



－
特
集
寸
高
齢
者
福
祉
L

。

町
で
は
老
人
福
祉

対
策
事
業
と

し
て
、

い
つ
ま
で
も
元
気
な
お
年

寄
り
で
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
生

き
が
い
を
見
い
出
し
ゃ
す
い
環
境

を
つ
く
る
「
生
き
が
い
対
策
事
業
」

ゃ
、
家
庭
奉
仕
員

を
派
遣
し
た
り

寝
た
き
り
老
人
等
を
短
期
に
保
護

す
る
な
ど
、

家
族

の
方
が
少
し
で

も
安
心
で
き
る
よ
う
お
手
伝

い
す

る

「
要
援
護
老
人
対
策
事
業
」
、
長

寿
の
お
祝

い
と
今
後
も
健
や
か
に

過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

「敬

老
対
策
事
業
」

な
ど
を
行

っ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
主
な
福

祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
紹
介
し
て
み

宇
品

f
u

p
AF
λ
J

。

そ
の
他
必
要
な
家
事
、
介
護
、

生
活
や
身
上
な
ど
の
相
談
や
助

言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

派
遣
料
は
、
低
所
得
世
帯
は

無
料
で
す
。
ま
た
、

一
定
以
上

の
所
得
の
あ
る
家
庭
に
は
、
有

料
で
派
遣
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。入

浴
サ
ー
ビ
ス

家
庭
で
の
入
浴
が
困
総
な
寝

た
き
り
老
人
を
対
象
に
、
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

「有
機

苑」

「舟
見
寿
山
本
苑
」
の
特
殊
浴
槽

（
寝
た
ま
ま
入
浴
で
き
る
単
用
浴
槽）

を
利
閉
し
て
入
浴
す
る
も
の
で
、
施

設
の
特
殊
車
で
送
迎
し
ま
す
。
時
用

は
無
料
で
す
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

体
が
不
自
由
だ

っ
た
リ
し
て
、

日

常
め
生
活
を
す
る
の
が
困
難
な
お
年

寄
り
の
家
庭
に
、
家
庭
奉
仕
員
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
バ
｜
）
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
食
事
の

世
話
、
洗
濯
、
家
の
掃
除
、
買
物
、

短
期
保
護
事
業

寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
症
老
人
を

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
が
、

病
気
や
事
故
あ
る
い
は
冠
婚
葬
祭
な

ど
に
よ
り
、
介
護
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
に
、

一
・時

的
に
施
設

（有
機

苑
・舟
見
寿
楽
先
）

で
お
あ
ず
か
り
し
、

身
の
回
リ
の
世
話

を
し
ま
す
。
費
財

』
司
老
人
ク
ラ
ブ
と
児
童
ガ
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
で
受
流

（
 

ぉ
弁
当
を
、
月
1

回
程
度
（
月
2
固

に
な
る
人
も
あ
り

ま
す
。）

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
配

っ
て

い
た
だ
い
て

い
る
も
の
で
、
日

ご
ろ
の
食
卓
と
は

異
な
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
の
食
事
い
か
取
れ

て
大
変
よ
ろ
こ
ば

れ
て
い
ま
す
。

V福祉団体スポーツ大会から

川

昨

年

の

8
月
か
ら
入
浴
サ
ー
ビ
ス

川
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
、

川

舟
見
寿
楽
先
て
受
け
て
い
ま
し
た
。

州
系
い
と
き
も
特
い
と
き
も
お
願
い
し

馴
た
い
の
で
す
が
、特
に
若
い
と
き
は
、

~ム
も
、E・E・＿＿.・h

三三会

夢二．

あ
せ
も
が
出
な
く
な
り
、

で
い
ま
す
。

て
も
、
初
め
は
月
に

4
回
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
希
望
者
が
多
く
な
っ

た
の
か
、
現
住
は
月
2
回
受
け
て
い

ま
す
。
で
き
れ
ば
、
何
週
で
も
受
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
談

自
宅
で
は

2
人
が
か
り
で
や
っ

と

風
呂

へ
入
れ
る
状
態
で
、
し
か
も
涯

は
時
々
シ
ャ
ワ
ー
の
み
し
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
私
た
ち

の
手
を
煩
わ
す
こ
と
な
く
入
浴
さ
せ

て
も
ら
え
る
の
で
、
本
当
に
よ
ろ
こ

ん
で
い
ま
す
。

よ
ろ
こ
ん

谷口みよさん

（南保 .79歳）

私
は
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
て
5
1
6
年
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
最
初
、
こ
の
集
落
で
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
私

一

人
で
し
た
が
い
ろ
い
ろ
な
お
い
し

い
ご
ち
そ
う
を
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し

く
、
ほ
か
の
方
々
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
私
も
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
、
今

で
は
、
ず
い
分
明
え
た
よ
う
で
す
。

思
い
も
し
て
い
な
い
の
に
給
食
が

「こんにちは。弁当を持って

来ましたU「ど「JもありがとうU

で始まって、「お体の調子はいか

がですかU「今年のお盆はいか

がでしたかUなど、いろいろ話

し、楽しい一時を過ごしてきま

す。また、街頭で高齢者の方に

会えば、「お元気ですか」と言築

を交わします。

この先も配食サービスを通し

て、「心からの家仕活動」を続け

ていきたいと思っています。
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松 岡つや 97 事 PJJ 慣 綱 寺曲:Oj さ と 94 東牟； ~＇l

小 津文 子 94 荒Ill5丁目 大 関 岡崎 七コ よ 94 下横尾

角 丸 ！;J: る 94 棋立 張出大関 ノl、 j率 j捻チ 94 西 下 町

水島 良之助 94 税 関 脇 山岡 i克次 93 藤 jぷ

南部 ち ゃ 93 町南｛米 結 折 谷グ） ，；、 93 ~ Ill 

寺 田 下 代 93 東 Ji! ~I f- 前 頭 水！：； フ ヨ 93 上売

山本常馬 93 llI:i 別f 2 '0 IE! あ L、 92 rn 同

水 島 と み 92 上 町 3 折谷勉強 92 笹 Ill 

fill 、量・F よ 92 竹の 11,1 4 長 .J.j: 岩次郎 92 月 Lii 

古江みつ 92 "l?. 事t 5 山 'i' よ し 92 村立 道

型f 村 いさん 91 下山新 6 入札 きみゐ 91 束三 iitlIHT 

草壁f スサ 91 上 自rr ア 波 ｜昔l 三日IS助 91 白 ！日；I

安 i釜 H力 市 91 越 （山由布） 日 稲 !l:i. み よ 91 丙三 miIHT 

越間 ー且 と 91 越 （山崎｝ 9 渡辺サ ヨ 91 f克

迫 分つや 91 Z事 1汗 10 対応 i敏次郎 91 5]~ 人

編紫ノ、 ル 91 有磯 fa 11 i...[ I長lj ひ て 90 平柑II2 ［メ‘

水野 き ，」し 90 辻岩崎 12 Ll チ1：み よ 90 ャ； ¥ 1月
i頼戸 、~ よ 90 町商｛法 13 t'r l付 あ き 90 笹 Ill 

折谷め よ 90 笹 Ill 14 小 林 tヲ な 90 竹の 1Jサ

4品目 !i '/: e歩 90 ｝待 Ill ii;・ 15 ?f 出 、、 と 90 池谷川

Ill l口h、 、 ヨ 90 蛭 谷 16 南部 >- よ 90 nrr 
山 111奇ふな 90 舟 川 幸fr 17 松 じ ん 90 日1

稲荷つや 90 141 H円 18 高 i::i やよ 89 高 1汁

｛左回 l毛太 89 有機先 十 両 西 :Jl ち よ 89 月 1.1.J 

道 府み よ 89 竹 の ｜人］ 2 大平せ よ 89 ー、》、己民

玉水竹次郎 89 消 ＊ 聞J 3 小 Jll やも、 89 ド ~！f-

大森 な 司シ 89 長 事f- 4 南部 き主 よ 89 町南｛九：

水型1・松嶋 89 下山 幸Ii 5 金森 1:-, L、 89 栄 町］

"f 坂は る 89 －＇￥ 柳 2I三 6 小 林 lま る 89 笹 Ill 

石 J.- よ 89 下道 7 人勝 ひ でレ 89 -'flt卯 2［三

正i 聞やい 89 山崎新 8 竹内 ヲ 89 笹 Ill 

谷 ロ ス プ 89 総 ？千 9 i~ 回 ［ま る 89 -{;j" Ii幾チE
民時 国 たけ 88 有 機 手i!: 10 笹原 まつい 88 ¥ 世t

官官 !s せ 88 t妥 lllJ 11 イ ザ井み よ 88 i~ [[J 

関原 タ て7 88 有機錐 12 西 t日 竹 ニ 88 十・将IJ 1 区

水 j斗 ヨyユL 88 1l1J I場 lllf 13 長崎ふ で 88 経 z,: ’ 
大谷 き よ 88 ~~；、 生 側［ 14 折戸 lま る 88 寺ー・4三 ｜町

高松めよ 88 下山殺i 15 IA'. 熊 久一 88 h投 IHT 

主字 国 あ L、 88 清水町 16 ！？桝 者 88 有機先

中 島 ザ~ .iii 88 ぬL l町 17 鍛 if; き よ 88 金 Ll.1 

！｜｜ 合は な 88 松涛 H月 18 折谷 T・代 88 有 6幾ぬ

玉松 、量 よ 88 中道下 19 i!I iム み さ 88 有 6幾 fa

大谷 l⑪ 主 88 大 tヂ． 20 ｝及 よ 、託 88 中草 ~f’

向島 き eレb、 88 亦 ｝｜｜ 21 1集 松 ち た 88 笹 JI) 

河端興作 88 小 fl：池 22 山本 ち よ 88 平 抑IJ l区

は
1
日
l
、
8
3
0
円
で
す
。

ま
た
、
介
護
疲
れ
、
旅
行
等
の
私

的
な
理
由
で
は
、
1
8
5
、
1
3
0同

（
寝
た
き
り
老
人
）、
1
日
7
、
i
3

0
円

（痴
呆
性
老
人
）
て
す
。

生
活
用
具
の
貸
与

寝
た
き
り
老
人
の
た
め
の
特
殊
寝

台
、

一
人
ぐ
ら
し
老
人
の
た
め
の
火

災
警
報
器
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

な
ど
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

給
食
（
昼
食
）
サ
ー
ビ
ス

主
に
一
人
ぐ
ら
し
の
方
を
対
象
と

し
て
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

（
昼
食
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

「有
機
先
」
で
作
っ
た

お
気
軽
に
相
談
を

各
町
内
の
民
生
児
童
委
員
が
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
岡
っ
た
こ

と
や
悩
み
ご
と
、
生
活
の
不
安
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
較
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
老
人
福
祉
に
関
す
る
問
い

合
せ
や
疑
問
に
思
う
、｝と
が
あ
れ
ば
、

役
場
住
民
課
悩
祉
係

（
宮
お
1
1
1

0
0
内
線

1
1
2
・
1
1
6番
）
ま

て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

以
地
特

ん

V
E怜
パ

一時

紛

rha
’HV
E
Vず
A
f
↑
時
晴

n
D

wd
F
リ
i

事

5

6
一
円、
ト
多
－

E
聞
説
、

主

甲車

什
は
脱
帽

有
磯
必
に
電
話
し
て
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
今
年
の

1
月
か
ら
月
に

2
回
受
け
て
い
ま
す
。

身
体
の
具
合
は
特
に
変
ら
な
い
で
す

が
、
と
て
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

想
像
し
て
い
た
以
上
に
世
話
か
大

変
で
、
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
皆
さ

ん
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
で
き
れ
ば
も
う
少
し
副
数

を
地
や
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
の

で
す
が
。

鹿 熊 はるさん

（山崎 ・79歳）

（
 

届
く
と
、
本
当
に
う
れ

L
く
な
り
ま

す
。
関
係
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

んさ

J

1

・
子

淵

笑

、．

内出

T
J

川

じ

赤

私
は
、
月
l
回
な
い
し
2
固
め

H

一

人
ぐ
ら
し
老
人
配
食
サ
ー
ビ
ス
。
を

し
て
い
ま
す
。

－
昭
和
白
年
9
月
号

＠



－
み
ん
な
の
広
場
。

義
感
の
あ
る
人
間
に
な
る
」
を

g
的

に
、
「
よ
く
走
り
、
周
囲
を
よ
く
見
、

ど
こ
へ
ボ
ー
ル
を
出
す
か
常
に
考
、
ぇ
、

思
っ
た
こ
と
を
や

っ
て
み
ろ
」
と
指

導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
基
礎
練
習
ば
か

り
で
な
く
、
父
母
の
会
と
の
交
流
試

合
を
行
う
な
ど
、
よ
り
良
い
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
目
指
し
て
、
団
員
と
父

母
と
指
持
者
が
五
い
に
力
を
合
わ
せ

て
ぬ
仮
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
花
は
、
広
く
な
っ
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
秋
の
大
会
を
目
指
し

て
、
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
練
習
に

励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令みんなの広場場。

「やまびこ通信」

に答えて／

魚津龍 一

小
公
園
の
整
備
を

（境

・
幻
歳
）

公
閣
の
な
い
境
の
子
供
た
ち
は
、

夕
方
に
な
る
と
道
路
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル

・
自
転
半
乗

り
な
ど
を
路
線
パ
ス
や

一
般
車
の
通

行
の
ム
ロ
い
聞
を
ぬ
っ
て
や
っ
て
い
ま

す
。
本
米
な
ら
、
税
と
し
て
は
、
「
道

路
で
遊
ん
だ
ら
ダ
メ
よ
」
と
佐
立
す

べ
き
な
の
で
す
が
、
か
と
い

っ
て
他

に
遊
ぶ
場
所
が
な
く
、
注
意
し
な
が

ら
も
親
自
身
は
、
後
め
た
い
気
持
ち

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
遊
び
場
の

な
い
子
供
た
ち
に
、

小
八
ム
闘
を
与
え

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

泊サッカー

スポーツ少年団

鹿四 J

町長

川以
近
、
泊
の
町
で
ホ
の
パ
ン
ツ
に

赤
の
ス
ト
y
キ
ン
グ
姿
の
子
供
た
ち

を
よ
く
見
か
け
る
と
思
い
ま
す
。
全

国
的
な
ブ

l
ム
に
な
っ
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
熱
が
当
町
に
も
広
が
り
、
昭
和

ω年
の
森
に
ゆ
泊
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
H

を
再
度
結
成

し
た
か
ら
で
す
。

現
在
、
小
学
校
の

2
年

生
か
ら
6
年
生
ま
で
の

ω

人
の
団
員
が
お
り
、
練
習

は
、
毎
週
日

M
B
は
午
後

3
時
か
ら
泊
高
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
火

・
本

・
土

曜
日
は
午
後

5
時
か
ら
泊

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
、柔
軟
体
操
、

パ
ス
・ト
ラ
ッ
プ
、
ヘ
デ
ィ

ン
グ
等
の
基
礎
練
習
を
中

心
に
約
1
時
間
半
行
っ
て

い
ま
す
。
指
導
の
聞
か
ら

言
う
と
、
技
術
的
な
こ
と

ば
か
り
で
な
く、

「
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
、
何
事
に

も
中
途
半
端
に
な
ら
な
い

脳
性
の
あ
る
、
そ
し
て
正

下
水
道
の
整
備
を

（境

・
幻
歳
）

怠
た
ち
の
集
落
に
は
、
い
つ
も
水

の
流
れ
る
下
水
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。

形
ば
か
り
の
側
溝
は
あ
る
の
で
す
が
、

水
が
流
れ
て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
そ
こ
に
汚
水
が
み
ん
な
流
入

し
て
い
ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ
の
汚
水
、

白
所
の
排
水
、
風
呂
の
排
水
な
ど
生

活
の
汚
水
が
ど
の
家
庭
か
ら
も
毎
日

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
外
で
子
供
を

遊
ば
せ
て
い
て
も
独
特
な
央
気
が
側

溶
か
ら
襟
っ
て
き
ま
す
し
、

ハ
エ
や

カ
の
巣
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
一
日
も
早
く
、
住
民
衛
生
の
た
め

に
、
下
水
道
対
策
を
考
、え
て
く
だ
さ

的
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
下
水

道
の
整
備
に
よ
り
、
解
決
さ
れ
る
問

題
で
す
。
問
と
し
て
も
、
快
適
な
生

活
環
境
を
係
保
す
る
極
め
て
重
要
な

施
設
と
の
認
識
か
ら
、

ω年
度
に
策

定
し
た
朝
日
町
新
総
合
計
画
の
中
に、

計
画
的
な
下
水
道
務
備
を
図
る
た
め

の
総
合
的
な
排
水
計
画
と
下
水
道
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
下
水
道
を
特
備
す
る
に

は
、
多
額
の
貸
別
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
町
の
財
政
事
情
に
照
ら
し

て
み
る
と
、
紋
皿俄
着
手
ま
で
に
は
相

当
時
聞
が
必
要
で
す
。

な
お
、
側
滋
の
清
掃
等
に
つ
い
て

は
、
地
区
の
町
内
会
で
の
清
掃
や
消

毒
並
び
に
定
期
定
量
の
溢
水
量
縦
保

へ
の
工
夫
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る

の
が
笑
情
で
す
。
ご
指
摘
の
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
一
度
町
内
会
で
の

検
討
を
お
願
い
し
、
そ
の
中
で
町
が

お
手
伝
い
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、

ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

4
練
習
に
集
ま
つ
だ
団
員
た
ち

お
答
え
し
ま
す

グ
ラ
ウ
ン
ド
や

ち
び
っ
子
広
場
の
利
用
を

境
地
区
に
お
け
る
ご
指
摘
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
現
夜
、
4
s
枇
い
た
ち
の

遊
び
場
と
し
て
、
境
小
字
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
地
区
に
解
放
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
ち
び
っ

子
広
場
も
地
区
管

理
の
も
と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
的
な
状
況
か
ら
利
用
に
あ
た

っ
て
不
伎
を
感
じ
ら
れ
る
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
道
路
で
遊
ぶ
危

険
性
を
考
慮
し
て
、
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
ち
び
っ
子
広
場
を
利
用
す

る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
答
え
し
ま
す

町
内
会
で
の
検
討
を

ご
指
摘
の
と
お
り
、
生
活
雑
排
水

や
家
庭
汚
水
に
よ
る
生
活
環
境
悪
化

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
汚
水
を
衛
生

だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中
か
ら

抽
選
で

3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
た
だ
し
、
応

募
は
一
人
一
通
に
限
ら
さ
せ
て

い
た

だ
き
ま
す
。

主
お
、
答
、
え
の
ほ
か
、
ご
怠
見
や

嬰
培
、
広
報
係
へ
の
情
滅
、
皆
さ
ん

に
知
ら
せ
た
い
情
報
、
イ
ラ
ス
ト
、

混
同
な
ど
を
お
き
添
え
て
い

た
だ
け

た
ら
寒
い
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
漫
画

を
書
く
と
き
は
、
長
一
色
で
、
濃
い

紘
で
揃
い
て
く
だ
さ
い

υ

－R

あ
て
先
M
H
9
3
9
1
0
7

朝
日

間
道
下
1
1
3
3
番

地

朝

H
町
役

場
内
、
絡
誓
広
報
係

－R

締
め
切
り

H
9月
日
日

（
日
自
の

消
印
は
有
効
と
し
ま
す
。
）

占有
削
回
の
正
解
は
、
①

＠

、
②
｜

＠
、
③
ー
＠
で
し
た
。
当
選
者
は
次

の
高
沢
実
さ
ん
（
印
後
）
、
上
野
と
し

子
さ
ん
（
何
歳
）
、殿
内
三
世
さ
ん
（
は

蹴
）
の

3
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。

10月25日から沖縄で開催される国民体育大会に出場する

上品恵一子さんは，昭和43年の福井国体に出場以米，今回で7

回目。特に昨年の山梨国体でli..車味｜習体の部に市山lぷ。チーム

の主力選手として活躍し．上位入賞（ 5位）に貢献されました。

r昨年は 5位だったので．今年は優勝す

るつもりで頑張ります」と張 1）切ってお

られます。

また， f今は現役なのであま 1）できま

せんが． 2～ 3年後には現役を退 1）ぞ

き，中学生などを教えて町のスポ

ーツ振興のために役立ちたい」

とのことでした。

上島 恵子さん

〔
問
題
〕

①
「
雪
の
宅
配
便
」

の
は

①
池
間
町
③
揚
術
院
町

一塚町

②

「
一
村
一
品
運
動
」
を
提
唱
し
た

の
は

①
神
奈
川
県
のいい以
洲
知
半

＠
北

一
偽
造
の
横
道
知
事
。
大
分
県
の

平
松
知
事

③
昭
和
制
年
度
の
人
口
動
態
は

＠
犯
人
減

③
別
人
減

。
叩
人

別

（~~ の
~ 

》に

を
｛
作
っ
て
い
る~ 

がんばっています ，4:-l

－wT
27
 

J
a
9お
タ
き4

Cん
の
冷
指

国体に向けて

本之
a> 

『＠
＠』

⑥ 
③九寸＠

〔
応
募
方
法
〕

吹
は
が
き
に
答
え
の
記
号

（例

①

i
＠
、
②

l
⑤
、
③
l
O
）、
休
日
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て
く

τとよ
口し

野の
桂：1
子ζ

大さ

重ん
歳

llP,fll60年 3J=jに泊尚絞を卒

業し，家から近くてj必効に便

利なことや先輩）jもた くさん

入社しておられるので．日山

H .<j,:'i'li:討に就職。刻イ1・！J:.裂

ji;'.古IS第一裂｛乍課第三i系でタン

タルコンデンサーのも~~Hけ作

：$；ーを111.当しています。

今別l!.I』木を持っているのはテ

ニスて二「これまでスポーツは

あまリしていなかゥたのてヘ

できれば上手な人にテニスを

教えてほしいな」とのこと。

また， 「自分は｛司の資格も持

っていないので， ＋供が好きだし，保

母の資格だけでも取れるよう頑帰って

いき たL、」とも。

ところで自分については． 。%が弱

くて積位性に欠けるゆ反柄 、、l明るいの

そうで． 「初JわjI自iの人は，j最初jはおと

るしく見えると 言うけjLど．ぷをして

みると，そのイメージはすぐに崩れて，

明るいとitわれるJFか。結t待相手｛ま．

「i.Jド｛憂のrj.1JH"cーさんのよう な，やさ

しくて誠実そうな人が好き」で，「でき

れば23歳までには結婚したい」と ，

おとなしそうに市有してくれまし た。

貧血液型

01¥') 

女星座名

さそり庫

＠＠~0＠~ 

女勤務先

高山日本；従欠

食趣味

許楽鑑賞

貴家族僑成

父 .'if} . 十ll 父 ・ 祖母の 5 人家IJ~~

やみんなのベージo§o

こんにちは

－ア一一

ス
を
習

い
た
い

－
昭
和
白
年

9
月
号

。



ふくしの窓

.~ 
朝i宮
日を⑫
町見
誌 直

下回
編

か息
ら ③ 

宮
崎
党
の
軍
事
行
動

越
中
古
崎
党
や
，h
剛
氏
党
が
ト小
曲
目
義

仲
に
従
軍
し
て
勇
戦
奪
闘
し
た
物
語

は
、
「
平
家
物
語
」
や

「
源
平
盛
衰

記
」
に
興
味
ぷ
か
い
筆
致
で
詳
述
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
現

代
品
川
ぶ
し
て
紹
介
す
る
こ
と
は
紙一仰

が
訂
さ
な
い
。
か
っ
こ
の
向
山
は
官

記
物
知
と
い
う
性
質
上
、
ぷ
を
耐
白

く
す
る
た
め
に
虚
構
の
記
併
を
作
り

上
げ
て
む
い
た
部
分
も
多
い
。
例
え

ば
ク
リ
カ
ラ
谷
合
戦
の
火
牛
の
計
の

加
き
で
あ
る
・
故
に
抑
制
部
の
記
述
は

行
き
、
従
市
記
の
あ
ら
す
じ
だ
け
を

内
く
こ
と
に
す
る
。

H

治
法
’五
年
二

一
八

一
）しハ
H
、

越
後
の
検
問
河
原
合
戦
で
木
曽
義
仲

が
大
勝
し
た
あ
と
、
経
前
…

・
加
賀

・

越
中
の
武
十
んた
ち
の
中
の
街
み
が

一

析
に
会
し
、
義
仲
に
は
時
万
す
べ
き
か

t
r
n

か
に
つ
い
て
大
評
定
を
し
た
結
来
、

白
山
決
さ
れ
る
先
に
義
仲
の
随
分
に
参

加
し
よ
う
と
決
議
し
た
。

ω
寿
永
元
年

（治
核
六
年
、

同
一

八
ニ
）

八
月
、
前
讃
岐
市
中
’
菜
重
李
が

豊
か
怠
長
寿
柱
会
を

築
く
た
め
巴

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
技
が
国
の

主
人
制
祉
は
、
国
民
す
べ
て
の
人
々

の
考
え
る
ぺ
き
重
要
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
人
刊
の
命
倫
化
は
、
家

紋
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、
地
成
社
会

や
各
職
減
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

も
さ
ま
広
ま
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て

お
リ
、
将
米
の
豊
か
な
生
き
が
い
の

あ
る
高
紛
化
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

世
代
を
趨
え
た
共
通
の
泌
姐
と
し
て

取
り
組
む
必
裂
が
あ
り
ま
す
。
9
月

時
打

（敏
老
の
日
）
か
ら
別
れ
ま
で

の
7
日
間
は
．
老
人
制
祉
迎
問
で
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
muか
な
長
U
N

社
会
を
築
く
た
め
に
山
似
た
ち

一
人

一

人
が
、

ー
、
今
H
の
高
齢
附
化
時
代
の
特
徴
を

理
解
し
、
高
齢
者
の
福
祉
問
題
を

み
ん
な
の
課
題
と
し
て
考
え
ま
し

も
%
H
Vと
お
4

以
仁
王
の
若
宮
を
奉
じ
て
越
前
に
入

っ
た
。

つ
い
て
木
曽
義
仲
が
こ
れ
を

越
中
の
宮
崎
に
迎
え
た
。

ω
義
仲
は
や
が
て
押
し
寄
せ
米
る

べ
き
平
家
の
大
箪
に
そ
な
え
て
、

自

ら
は
信
濃
に
あ
っ
て
戦
備
を
縫
え
つ

つ
、
部
下
を
派
遣
し
て
越
前
国
今
庄

の

雌

城

｛
火
打
が
械
）を
築
か
せ
、

守
備
さ
せ
た
。
そ
の
城
に
た
て
こ
も

る
六
千
余
断
の
巾
に
、
総
中
武
上
と

し
て
、

山
崎

・
石
川
部

・
入
汚

・
佐
美

が
t
q加
し
て
い
る
。
（
一
千
家
物
組
問
）

制
川
崎
峨
が
落
域
し
た
の
ち
、
・
水
品
川u

半
は
引
き
退
い

て
加
賀
回
篠
原
の
宿

に
陣
を
と
っ
た
。
そ
の
時
越
中
武
ト
・

十
数
人
が
大
評
定
し
て
、
平
家
と

一

峨
を
ん
父
、
え
て
後
退
す
べ
き
か
、
ニ
の

ま
ま
越
後
国
附
（
直
江
津
）
に
い
る

義
仰
の
許
へ
参
る
べ
き
か
を
協
議
し

た
。
そ
し
て
一
戦
し
て
戦
傷
を
受
け

て
か
ら
、
義
仲
の
ルザ川に
参
ろ
う
と
決

定
し
た
。
そ
の
時
め
越
中
武
士
の
名

が
十
出
ゃ
れ
見
え
る
中
に
、
｛
同
崎
党
と

し
て
は
山
崎
太
郎

・
ト
陶
似
次
郎

・
入

必
門
小
太
郎
が
参
加
し
て
い
る
。
（
淑

．
中
帰
京
記
）

川
＃
永
二
年
瓦
月
・

一目
、
第

一
次

公
毛
波
の
合
戦
に
、
水
谷
凶
郎
安
高

ょ‘っ
。

2
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
梢
極
的

に
進
め
ま
し
ょ
う
。

3
、
高
齢
者
の
個
性
と
能
力
を
生
か

す
社
会
参
加
活
動
の
坊
を
・
仏
げ
ま

ー
し
ょ
、フ
。一ーー一一一一一「

ねたきりにならない

偽~可コツノJで311何［：~とね

とさり｜ご主主るc.'1040パ tヲ

ントの人1111＼ツ1.てれり主主E言。

よ惣
戸

すi
なによりも高凹圧を
予防する

議 ・ボケを防ぐ9原則
①タバコはやめ酒も ｜② 

ほどほどに I 

<I 0 Z 層 I ：：：：：~~
父
チ
六
騎、

一白川
4

…
太
郎
一
乱
騎
が
奮
慨

し
、
石
黒
太
郎
が
重
傷
を
良
い
、
A

川門

弟
．悩
満
五
郎
に
助
け
ら
れ
て
郷
里
へ

洛
ち
の
び
た
。

こ
の
訴
は

「
減
．山γ
盛

氏
花
」
に
山山
て
い
る
が
、
長
門
本
「平

家
物
話
」
で
は
霊
似
を
れ
っ
た
の
は

白
崎
太
郎
と
な
っ
て
い
る
。

同

同

年

五

月

九
日
、

平
家
軍
五
千

鱗
は
ク
リ
カ
ラ
山
を
館
、
ぇ
、
小
矢
部

川
を
渡
り
、
般
若
野
に
お
し
ょ
せ
た
。

源
氏
箪
五
千
騎
は
之
を
迎
え
繁
っ
て
、

般
若
野
に
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
朝
六

時
か
ら
夕
方
ま
で
に
及
ん
だ
。
市悦に

入
っ
て
平
家
は
ク
リ
カ
ラ
山
を
越
え

て
加
賀
国
へ
退
い
た
。

（源
平
川
獄
中一

記）同
同
年
五
月
九
日
、
ク
リ
カ
ラ
山

合
戦
に
馳
せ
集
っ
た
源
氏
不
の
中
に
、

野
比

・
川
ト
・

布川…

・
山
附
め
れ
が

見
え
る
。
ク
リ
カ
ラ
の
作
戦
は
あ
ま

り
に
わ
例
名
だ
か
ら
説
明
を
省
く
。
．九

刈
十

一
円
、
い
よ
い
よ
合
戦
が
は
じ

ま
る
に
際
し
、
常
時
太
郎
が
、
平
米

軍
を
三
方
よ
リ
包
闘
し
て
、
深
谷
へ

追
い
落
と
す
べ
き
だ
と
い
う
計
略
を

義
仲
に
進
言
し
て
い

る
。

（
こ
の
訴

は
長
門
本
「
－平
家
物
語
」
に
出
て

い

る
。
延
慶
本

「
平
家
物
語
」
で
は
、

中
村
三
郎
忠
網
、
向
国
次
郎
村
高
の

進
言
と
な
っ
て
い
る
J

ω
同
年
六
月

一
目
、
第
二
次
安
宅

波
の
合
戦
に
お
い
て
、
越
中
武
士
で

は
、－
b
m…
－
B
崎

・
向
凶

・
水
巻

・

南
保

・
高
術

・
悩
凶

・
加
作
成
品

・
佐

見
仙
寺
が
敵
前
一
段
河
を
し
て
奮
戦
し
て

い
る
。
や
が
て
平
家
市
は
迫
却
し
て

成
合
に
て
ふ
み
と
ど
ま
る
。
そ
の
時
、

4
、
高
齢
有
一
悩
祉
推
進
の
た
め
、
家

族
や
社
会
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
、

連
帯
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

5
、
高
齢
省
福
祉
推
進
の
た
め
の
慌

効
体
制

・
条
件
以
机
怖
を
印
刷
磁
的
に

進
め
ま
し
ょ
う
。

⑥毎日，明るい気持ちで
いきいきすごす

⑨いつまでも大切にした
い人とのつながり

f： 干i!lr~<Bc；しより

IJ.11¥'Jやdい。

⑤ 十分な運動を忘れない

－つ
一
よ一

－つ
一
使二

令頭ね
る

っ
す

⑧
 

読書や自記．テ紙を言書きま

しょう。

L禽度な~·・~IJIO.IIIJをの昔~7:を

砲の全号の~I d を砕きまQo

ストレスは乗りこえて

④塩分をひかえ
バランスのと 主γ h

れだ食事を r~設i
食溢l芯勾円 三λ..：.；
108 以下~ . 。戸一

λトレλ毛主ゆりωる銘打λT
71\ケをIS!Je~＜よq 。

⑦ 

『
ヒ
ス
イ
海
岸
』

ヒ
ス
イ
海
賊
。
ど
こ
に
あ
る
海
舟

だ
と
思
い
ま
す
か
？
市
山
県
朝
日

町
に
あ
る
の
で
す
。

「臨
を
閉
じ
る
と
、
怒
す
る
人
に

な
る
。
陽
設
し
は
、
あ
な
た
の
彼
線
。

波
音
は
、
あ
な
た
の
息
づ
か

い
。
あ

あ
、
胸
さ
わ
ぎ
す
る
ほ
ど
自
由
で
、

小
石
に
キ
ッ
ス
。
夢
見
る
と
、
ヒ
ス

イ
原
必
が
流
れ
つ
く
U

朝

H
町
観
光
協
会
で
は
、
宮
崎

・

境
海
岸
の

P
R
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、

J

R
各
駅
に
掲
示
し
ま
し
た
。
す
ば

ら
し
い
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

昭
和
的
年
3
月
か
ら
、
宮
崎
を
舞

台
に
し
た
映
画
「
朽
ち
た
手
押
し
山
ご

め
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
際
に
、

三
国
述

太
郎
夫
必
が
、
数
多
く
の
ヒ
ス
イ
行

を
拾
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

思
い
山
山
が
週
刊
誌
に
掲
減
さ
れ
、
金

問
に
紺
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
泌

町
政
施
行
犯
周
年
を
記
念
し
て
発

が
荒
れ
た
日
や
雨
の
自
に
、
ヒ
ス
イ

行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず
訂
を
拾
っ
て
い
る
人
を
比
か
け
る
こ

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町

を

見

直

と

も

あ

り

ま

す
e

す
手
だ
て
と
し
て
、

と

ヒ
ス
イ
の
も
つ
魅
力
は
、
絡
別
の

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

ご

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
よ
い

P

か
。
町
誌
を
購
入
し

J

R
に
な
リ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

た
い
人
は
、
役
場
総

に
訪
れ
て
ほ
し
い
も
の
と
、宮
崎
・境

と

務
課
秘
書
広
報
係
へ

海
岸
が
「
ヒ
ス
イ
海
岸
」
と
名
付
け
ら

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ

れ
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
ヒ
ス
イ
海
岸

（
官
邸

l
ー

ー

o
o

の

と
呼
び
名
を
付
け
た
の
で
す
か
ら
、

内
線
2
0
4
番
）

長

不
水
〈
、
辛
抱
焼
く
、
呼
び
掛
け
て

r
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

E

｛
円
崎

・
境
海
岸
が
、
凶
際
的
リ
ゾ

ー
ト
海
停
に
な
る
夢
を
み
ん
な
で
見

ま
し
ょ
う
。

平
氏
の
高
僑
判
｛
R
長
制
と
帥
問
中
の
若

武
者
入
普
小
太
郎
安
家

（宮
崎
太
郎

の
嫡
ιJ
）
と
が

一
騎
討
を
行
い
、
小

太
郎
は
組
し
か
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
に

な
る
。
そ
こ
を
収
父
市
間
保
二
郎
に
助

け
ら
れ
る
が
、
小
太
郎
は
叔
父
の
ゆ

だ
ん
を
見
す
ま
し
て
、
叔
父
が
取
っ

た
高
橋
の
首
を
奪
っ
て
逃
げ
、

義
仲

に
自
分
の
手
柄
と
し
て
報
告
す
る
。

（
こ
れ
は

「
源
平
盛
表
記
」
に
よ
っ

た
が
、

「平
家
物
語
」
で
は
話
が
ち

が
う
。
小
太
郎
が
高
絡
の
出
国
情
に
つ

け
入
り
、
高
慌
に
ゆ
だ
ん
を
さ
せ
、

だ
ま
し
討
ち
し
て
首
を
と
っ
た
と
記

し
て
い

る
J

ω
同
年
間
十
月
、
倫
中
国

（岡
山

県
）
偏
隆
手
縄
手
の
戦
に
お
い
て
、

越
中
め
ん
川
崎
三
郎
は
、
信
州
の
今
仲
片

山町
山

・
Mm
－
似
の
介

・
ぷ
訪

・
山勝山仇

な
ど
の
武
・
・
に
と
と
も
に
．
千
家
市
と
激

し
く
戦

っ
て
い
る

（千
家
物
品
）

M
m
e
町
社
内

9
月
初
日

老
人
ク
ラ
ブ
員

全
員
集
合

f

9
対
日
自
の
敬
左
の
日
か
ら
幻
日

ま
で
の
一
週
間
は
、
名
人
福
祉
週
間

で
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
朝
日
町
在

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

9
川
初

H

（
H
）
を

、社
会
ん
や
仕
の

H
」
と
定

め
、
社
会
に
対
し
感
謝
の
念
を
表
す

と
と
も
に
地
成
の
住
い
乎
と
し
て
の

治
h
M
を
広
〈
示
す
円
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
外
地
肢
で
什
会
本
仕

－
ま
ち
の
歴
史

⑪

こfと'J 町長の ひと

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の

日
は
午
前
8
時
か
ら
、
各
地
医
の
公

共
施
設
（
公
園
、
パ
ス
停
、

広
場
、

公
共
の
場
所
）
な
ど
の
治
討
や
主
カ

ン
回
収
を
行

い
た
い

と
思

い
ま
す
。

主
人
ク
ラ
ブ
民
の
皆
さ
ん
の
全
対

の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員
を
募
集

州制
H
町
社
会

M
M協
議
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
第
志
家
や
法

人
介
業
の
方
々
か
ら
賛
助
会
以
を
ふ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
U
M
助
会
貨
は

．
日
（
1
．
0
0
0
円
）
以
上
と
し
、

uo
川
か
ら
必
出
を
始
め
ま
し
た
。
持

さ
ん
の
深
い
ご

m
mと
沿
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
は
、
町
内
相
一
当

民
生
委
以
（
広
報
あ
さ
ひ
お
し
ら
せ

か
わ
ら
版
の
昭
和
臼
年
1
月
l
H
号

参
照
）又
は
町
社
会
福
枇
協
議
会
（
官

邸
1
0
5
7
6
）
へ
。

おりがとうおたたかい怠

。栄町の小林はなさんから 10,000円

。小川建設工業（株）さんから交j虚安全

広報紙ミ ニコンクール入賞の賞金

3,000円

。清水町の浜川窄l紅さんから必まれな

いチ供たちに．手作りプローチ55点

＠ 朝日町善意銀待
( 7月II日－8 jJ 10日）

－
昭
和
白
年

9
月
号

⑪



生活必需品価格
8月分調査 )1iiJ JIJt 
,ft, 名 価絡 平均

ff 、／ 問 l'l 

rn哨 ・1n / 126～133 130 
石 ( 0) 

i1h {f ilk 942 
事』 （ぬ：i主・ 18~ ) 

900～990 ( 0) 

”r” 、 し p ff ス 450～650 583 
(Im') ( 0) 

」ーーー』，ー

台所用 50洗me 斉！l
225 

225 
円 ('i’作itかト3 ） ( 0 l 

JM ア ｛イ4ン ユへ ーハ ー 140～158 
149 

O<H~ ・紙箱入リ ） （ー l)

（；“ ， トイレ γ トベー ハー 160 
Utl~i~ロール ・ 4 骨古Ull l 160 

( 0 l 

食 ，、 ン
170 

170 
( ;11;：；：必品 ・6枚 l災｝ ( 0) 

ぺ7 一 If 
ノ 288～298 293 

IJll 
l 450 g . 1和） （ト22)

J_ 
し よ ウ illl 480～485 

482 
o .s e ・ビン入） （り）

食 4ナ フ ダ ill! 
298～598 

431 
( 1.s e・ピン人） (-28) 

品ドー
｝， ヲ ..‘ 80 

( Lめん ・1丁｝ 80 ( 0) 

牛
( I e ・ハ I 7人）ィL228～230 

229 
( 0) 

’1・！i:J
380～398 

389 
（’111~リ !.i L ・ 100 g l ( + 14) 

豚 Ji:]
ll8～188 153 

」」..＇.！.＂何らも ・！OOg) （ー19)

生 m 卵
128～140 

134 
I !Mサイズ・10倒｝ (-t 9) 

童手
七 ね ぎ 170 

( t~·iffirl'~ ・ I kg) 100～260 ( +20) 
食

l.f A.t；凶 も、 L よ 270～380 342 
1ll1 ( 1¥lt . 1 kg) ( I 37) 

キ ヤ べ 、、J
150～200 

168 
'1r;w.tt •. 1 ki;J ( + 91 

j、 参 300～350 
322 

(-f干il{j，応・ lkg) (+ 6) 

講評
安定した値動きの中で1:＆草食品

が多少iii上リとなりましたが，前

年間丹 と同7)(f11¥で推移しました。

宮
内
庁
か
ら

か
ら
9
日
制
臼
ま
で
で
す
。
併
し
く

は、

伏
木
彬
仁
保
安
部

（一T
9
3
3

l

d

d

i
－－、．、
，H
1
1

5

l
u
－

－ι
M
H
i川
H
V

・4
釘
m

i
ll
U

E
0
7
6
6
1
糾

H
0
1
9
7
）へ
。

4
司発
行
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

‘ ヒスイ海岸N
T
T朝
日
局
か
ら

民
話
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
9
月
分

V
9
月

i
日
1

9
月
日
日

「
い
ハ
エ
門
ポ
チ
」
（
境）

V
9

H
凶
日
i

9
月
初
日

「
カ
ッ
パ
の
手
」
（
南
保
）

V
電
話
は
お
ー
や
ト
幻
ト
へ
。

黒豆は，のどXe'.れをなくし，セキを

とめるWJJきがあるそうです。ニれはサ

ポニンというものが含まれているから

と考えられています。また. Wf..JJ.作刷

もあり ．腎臓にむいいそうです。

今回はこの照 ＼i.をf変った Lのをおi介

しましょ う。なJi.今l11l1j:月山の1i_Lil日

清子さんにthii)Jしていただきました。

g. 

黒豆とスキムミルク

~ 'l9n_o~·.， 
材料

黒豆 3合，砂糖 250

クエン椴15g 

＇ •黒豆ワイ ン

－くらしの情報室＠

番~.理号求人脈後 年齢 賃｛万伺金） 性~IJ 車場t所;m 採｝骨 t免N各Z干経験等人数

I 自動機械 18～57 11. 7- 努朝日町 50 総i:f・
時i従業務 犬家庄 健！.＃なJi

2板金」；16～40 9.0 男初日町 3 不問j
-30.0 下野

3 ボデ－Ult25-30 IO.O～ 男倒日町 I lfil!早
ボデー乱立 30-40 13.0- 桜町 I 不問

4 ~計孜前総 21-34 11.6 lJ!入善町
1 E:i=a~ ー13.7 入 g

事務
22-30 12.0～ 女朝日町 高卒

5 （総務｝ g自 1 干~·il!i 免許

6店 よl18～40 10.0～ 虫：朝日町 不l悶
進下 1 4キ通免許

7 寸E事務員 30『 35
10.0 i(朝日町 目r,2事
～12.0 平御 1 lf通免許

8組 .ii工 -40 9.5-
1;(繍日軍I

3 不問
犬家I!

合（わしいことは．魚津公共E農業安定所務自分室ft8(-0198へ

ホット求人情報

…
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
病
気
が
り
市

い
ま
ら
な
い
か

Y
リ
、
必
の
効
川
ボ
が
さ

れ
る
と
発
熱
し
ま
す

M
t

・－a喝

そ
の
ほ
か
、
安
除
臥
床
、
（と
こ
を

…
し
い
て
寝
る
こ
と
穴
水
分
の
補
充
、

一
熱
の
発
散
を
さ
ま
た
げ
る
粍
伎
の
一
昨

…
府
を
さ
せ
な
い
こ
と
な
ど
も
、
あ
た

一
リ
ま
え
の
よ
う
で
忘
れ
が
ち
な
点
で

一
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
c

朝
日
町
立
泊
病
院
小
児
科

医

長

浅

田

礼

子

発
似
の
た
め
に
小
児
科
を
訪
れ
る
一

患
者
さ
ん
は
多
い
の
で
す
が
、

「熱

い

さ
え
卜
げ
れ
ば
事
足
り
る
』
と
考
え

一

園

陸

m阿
国
醐
』
幽

て
お
ら
れ
る
付
き
添
い
の
方
が
時
々
お
…

1

4

1

・1
1

・

ら
れ
、

え
に
な
リ
ま
す

い

協

力
者
名

7
月
実
施
介

ま
た
、

「品開…
が
mw
度
し
あ
る
が
、
…

境
地
区

磯
貝
和

4

ニ
郎
、
氷
山

μ札
央

脳
に
隠
山
口が
生
じ
な
い
か
』
と
心
配

…

子

さ
れ
る
ん
や
、

「
座
薬
で
一

一目
一熱
は

…
宮
崎
地
区

宮
川
八
秋
、
河
内
正
美

下
が
勺

た
。じ
れ
ど
、
ま
た
発
熱
し
て

一

水
仏
孝
夫
、
片
瀬
市
中

f

き
た
」
と
，
亦
え
る
む
が
多
い
よ
う
に

一
笹
川
地
区

制
内
U
A
H
子
、
長
引
利

息
わ
れ
ま
す
。

…

浩

発
熱
の
原
凶
と
し
て
紋
も
傾
皮
の
い

治
一

区
桜
沢
久
夫
、
水
ぬ
功
向
昔
前
、

ぬ
い
の
は
、
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
…
消
原
山
内
芳
、
水
印
刷
榊
司

の
感
染
に
伴
う
発
品
目
…
で
す
が
、
ニ
れ
…

泊
二
区

福
山
健
治
、
福
島
み
ゑ
チ、

は
生
体
め
防
御
反
応
の
一
っ
と
考
え

…

寺
崎
徳
下
、
水
－
U
シ
ズ
子
、
下
沢

ら
れ
て
お
り、

む
や
み
に
熱
を
下
げ

…

和
夫
、
占
市
ル
リ
子
、
長
津
稔
チ
、

る
こ
と
は
賢
明
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

…

竹

中

初

枚
、
岡
山
康
子
、
村
U
必

ま
た
、
引
肢
を
肺
結
え
る
娯
常
な
い
け
川
一

f
、
ド
搾
虫
兵
、
岩
出
陣
，
十
、
水

品
川
…
が
持
続
す
る
峨
A
H
を
除
き
、
熱
の
一
－
M
点
美

た
め
に
脳
に
障
害
が
わ
り
さ
る
こ
と
は
一

泊
三
区

長
谷
宏
、
加
賀
和
人
、
．
十

あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
発
熱
が

…

回
友
成
、
越
以
典
チ
、
川
久
保
捻
、

持
続
す
る
と
、
体
力
の
消
粍

・
食
欲

…

川
瀬
キ
ミ
子
、
U
一
沼
俊

の
低
下

・
発
げ
に
よ
る
脱
水
な
ど
の

…
五
箇
庄
地
区

迫
分
則
子
、
古
江
勝

た
め
、
企
’
材
の
状
態
が
必
化
す
る
こ
…
ぷ
、
背
的
子
山
中
山
尖

と
も
あ
る
の
で
、
治
宜
熱
を
ド
げ
て
…

南

保

地

区

小
林
守

一
、
近
藤
純
下
、

あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
忠
者
が
…
北
山
茂
英
、
持
問
裕
、
大
森
絡

一

い
や
が
ら
な
け
れ
ば
、
氷
枕
や
泌
総

…
山
崎
地
区

草
原
庄

一
、
初
回
光
明
、

で
冷
却
す
る
の
が

一
番
良
い
の
で
す

…

黒
崎
留
美
チ
、
名
越
澄

f
、
秀
永

が
、
そ
れ
が
無
理
な
ら
解
熱

剤

の

座

…

小

百

合
、
江
端
孝
雄
、
仙
名
涼
子

帯
保
や
内
服
剤
を
使
用
し
ま
す
。

…
大
家
圧
地
区

鍋
谷
中
、
中
品
久
美

と
ニ
ろ
で
、
解
熱
剤
と
い
・
つ
の
は

…

〆
丁
、
石
僑
仰
い
い
子
、
同
医
由
合
理
、

一

事

に

熱

を

下

げ

る

だ

け

で

、

原

閃

を

…

小

川

美

栄

子

以

k
臼
名

根
本
的
に
治
僚
す
る
も
の
で
は
あ
り

…
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ゲ
い
ま
し
た
。

「
小
児
の

発
熱
」
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作り方

①黒豆を洗勺て.2,000 

ccの水とー－諸に火

にかけ．約20分:U
る。

② 火からおろし．ザルにあけてfi:i I・を
取り出す。

③とれたi十の中に砂糖氷を加えて併し

冷めてから水で溶

いたクエン般をIm

えてできあがりで

④また． できた.＇.I.~ •J汁に 35J立の縦耐を

加えれば赤米ポートワインになリます。

⑤残った月.＇；亘に砂結水を加えて；行；て．

煮立を作って下さい。

9月のけんこう

．カルピス （スキムミ ルク）

材料

スキムミルク 100g' 

砂糖1kg，クエン般15

g， レモン

作り方

「
海
外
先

物
取
引
」

海
外
先
物
取
引
は

香
港
、
ロ
ン
ド
ン
‘

ニ
A
l
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
な
ど
小
除
外

の
尚
品
取
引
品
川
を
郷
行
に
、
原
油
刑
、

コ
ー
ヒ
ー
、
砂
糖
な
ど
の
相
場
商
品

を
売
買
す
る
も
の
で
、
臼
年
ご
ろ
か

ら
、
一
鍛
消
費
者
に
取
引
を
勧
誘
す

る
業
者
が
出
始
め
ま
し
た
。
削悦・丘、

初
期
間
に
名
称
や
所
ト
れ
地
を
実
山
に
す

る
業
脅
し
あ
リ
、
謀
者
数
は

一
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
で
約
2
4
0

祉
が
あ
リ
、
う
ち
1
2
0
社
が
営
業

内
谷
か
ら

「詐
欺
的
な
犯
説
作
の
強

い
業
者
」
だ
そ
っ
で
す
。

そ
し
て
最
泣
は
、
問
内
の
金
余
リ

や
低
金
利
、
さ
ら
に
は
財
テ
ク
ブ
ー

ム
を
反
映
し
、
被
み
は
地
え
る
一
万

で、
mwd
町
四
八
町
は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
て
同
社
を
摘
発
、
－
｝
の
分
の
被
害
だ

け
で
J
U
、
被
小
中
国
者
約
4
、
0
0
0
入
、
綴

に
し
て
約
1
1

7
億
円
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「絶
対

も
う
か
る
」
と
勧
誘
し
た
リ
、
追
加

保
証
金
を
ま
き
あ
げ
る
と
い
っ
た
手

u
で
、
主
婦
や
老
人
が
被
害
者
の
中

心
と
か
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
円
以
意
を
匂

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

求
め
て
い
ま
す

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

｛
う
ぱ
ぐ
る
ま
）

マ
あ
か
ち
ゃ
ん
刷
お
も
ち
ゃ
（

2
様

米
尚
則
）

マ
あ
か
ち
ゃ
ん
川
市
T

（来
っ
て
選
べ

る
も
の
な
ら
な
ん
で
も
よ
い
）

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
は
、
総

務
課
広
報
係
へ
・
ま
た
、
「
議
リ
た
い

も
の
」
や

「ボ
め
た
い
も
の
』
が
あ

れ
ば
、
同
じ
く
広
報
係
（
告
白
H
1

1
0

0
内
線
2
0
4
番
）
ま
で
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

①スキムミルク 100g. 

砂糖 lkg，水 900c.c

をよく交ぜ合せて火にかけます．ニの

とき沸騰させない。

②完全に解けたら40度以下に冷やす。

③クエン般15gを90c.cの水で明かす。

④スキムミルクi慌を激しく交ぜながら

クエン酸液を少しづっ加える。以後に

レモン汁を加えてできあがリです．

⑤飲む時Ii. 3 （みに必めて〈ださい．

－
昭
和
M
M
年
9
月
号
＠



県
大
会
成
績
一
覧

全
日
本
社
会
人
卓
球
選
手

2
位
制
日
中
写
校

（同
体
）

権
県
予
選

（
7
月
ロ
日
、

。
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

小
杉
町
民
体
育
館
｝

2
位

朝

日
中
字
校

（男
下
）

マ

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
北
信
越
中
学
校
選
手
権
大
会
出
場
）

2
位

上

品

恵

子

・
沢

O
野
球

国

組

1
位

朝

日

中
学
校

県
柔
道
選
手
権
大
会
（
7
月
ロ
目
、

（北
信
越
中
尚
子
校
…
事
千
権
大
会
出
場
）

県
営
日
阿
武
道
館
）

O
柔
道

・
同
体

マ
中
学
の
部

2
似

1
位

制

日

中
晶
子
校
（
団
体
）

マ
刈
校
の
郎

（北い
い
必
中
内
子
校
選
子
株

・
全
問
中

軒

以

級

学

校

選

手

権
大
会
出
場
）

O
柔
道

・
個
人

経口市一ぉ級

i
岱

よ

野

尚

史

（全
国
中
字
校
選
手
権
大
会
出
場
）

3
位

長

崎

和

範

・
中
軽
量
級

2
位

金

沢

聡

明

H

3

位

小

凶

作

茂

H

3

位

沢

田

邦

也

中

Hm
級

2
校

小
林
活
問

活
一
位

級

l
位

本

間

茂

（八十
凶
小
学
校
…
事
ず
権
大
会
出
場
）

、
l
l

A
川
・
げ
い

・0・
1文

－
佐
一
助
川
義
締

3
杭

長

崎

悶

昭

3
位

水

野

淳

3
位

河

村

陽

一

県
中
学
校
選
手
権
大
会
｛
7
月
刊
・

お

・
訪
日
．
市
山
市
ほ
か
）

マ
陸
上

0

2
・
3
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

仏
V
〈
ギ
’

J
｛
 

2
伏

兵

出

店
n
笑

O
一山
利
休
山
保

－－－－~？－月 18日～8月 17日… 車
川
以
級して，l政.... 〔作裟やプミ拾いな とかの itl-t-.1~

4詰H：が約 1II寺 f~lffわtLました。

女
チ
の
泌

3
位

脱

熊

幹

イ

県
民
体
育
大
会
｛
7
月
8
日
i
刊
日
、

ん
い
山
山
市
ほ
か
）

マ

一
般
の
部

O
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

｛
男
千）

1
位
泊
ク
ラ
ブ

O
ボ
ウ
リ
ン
グ

1
位

ド

新

川

O
能
上
（
男
子
）

・
総
合

2
位

卜
新
川

．4
0
0
U
リ
レ

l

l
紋

下

新

川

・
剣
道

2
似

卜

新

川

・
山
十
時
二
般
女
f
）

》
〉

hI

、

じ
川

l
l

て、’
L
V

1

1
H
忽
伽

H
H

－

e

ア
ニ
ス

3
位

朝

日

町
テ
ニ
ス
協
会
A

マ
高
校
の
部

－
柔

道

軽

量

級

2
位

3
位

重
日
以
級

2
位

マ
中
学
の
部

・
采
逃

l
抗

・
内
＋
球

l
位

この 1:1, I'. LI I新町内会では，ht省指も

交えてlllf内会スポーツった会を開｛保し．

老人ク ラブ対青壮年のゲート ボールの

誠子千や作』ff対抗のビーチノ〈レーボール

でH~ ~ ，flニをjれしました。

また，試合の合同には．参加者全只

が「 .hf史リくださ~ ¥ J のメッセージ を

｛寸けたj瓜奇心約 20011責｜を』主しま した。

企風船を般写子供だち

明日岳や l~llf1岳などへの覚山基地と

なる北又小原が完成し，この凶午前 9

時30分か ら．関係者約40人カ＂： Lii＃~ して．

完成式が行わiLました。

新し L 、小WIム ~tx 夕、ムのすぐ隣に

造られ， 木造 2階建て 171''1'-)j ~ ；.： 。 l

階には無料休悲！所や売店‘裕三そなどが

設けられ． 21滑には23人を収符できる

客室が設けられました。

フ月19日
町ぐるみ清掃奉仕

企宮崎溜岸を清帰する参加者

....スイッチを入れる
平山所長ら

8月10日
清掃奉仕活動

2
位

卜
新
川
（叫カ

f
）

3
紋
下
新
川
（女
チ
）

．
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

2
位

朝

日

中
学
校

－
軟
式
庭
球

｛
男
チ
）

朝
日
中
柔
道
部

北
信
越
3
連
覇

8
月
6
H
、

eK粁
県
佐
久
市
で
開

催
さ
れ
た
第

8
凶
北
信
越
中
学
校
柔

道
選

T
権
大
会
に
制
H
小
学
校
柔
道

絡
が
出
場
し
、
初
戦
か
ら
民
倒
的
る

錦、
さ
を
発
掠
し
て
は
いや
催
勝
、
川
大

会
3
述
械
を
成
し
進
げ
ま
し
た
。

個
人
成
績

続
出
一嵐

級

中
斡
量
級

新
聞
義
総

長
崎
昨
昭

世
下
料

け

台

千

；
1

I

 

1 3 3 2 
i立位 ！な｛守

上
野
隙
史

小
林

茂

沢
田
拓
也

本

田

茂

兎

量

級

下
新
川
一5
年
述
い
判
｝

下
新
川

｛
男

f
）

F~ 8 団
た月 t士
?f~ 20 r't"-

18 ・戦
l旦I21 
全日 で
E.lil ＇こ

国品3
学問 J..J_

校市 1.ll.
柔で ，ー
迫間 ー－
大 fit

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

会
に
富
山
県
代
表
と
し
て
朝
日
中
字

校
が
出
場
し
、
団
体
戦
で

3
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
戦
戦
量

級
に
出
場
し
た
、
上
野
博
史
君
も
3

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

月
ヨ

T
同
ー
に
き

ま年
E
』
回
一
円
剥
刑
戸
つ
」
ノ

d
z

（
7
月
刊
臼
、
町
民
総
合
体
育
館
）

門

V

男
子

l
枕

府

保

体

協
A

2
依

草

野

ロ

イ
ヤ
ル
ズ

l
佐

南

保

体

協
A

2
紋

日

米
紡

マ
女
「B

E～レ作、
xa兄
支
た
き

君
E
4
4
、hh
事
長
4
f
d
z

（
7
月
げ
目
、
入品い
町
営
プ
ー
ル
）

マ
中
学
の
部

・
男
子
1
0
0
υ
川
ヰ
l

泳
ざ

－
位
七
沢
省
吾

・
女
子
2
0
0
M川
平
泳
ぎ

－
位

谷
口
陥
了

マ

一
般
の
部

・
ω
μM
．
十
泳
ぎ

（
刊
州
政
以
上
）

－
位
右
外
曲
以
彦

8月15日
ふるさと学校

笹川｜小学校では．お盆で帰省'Ilのt也

氏；I＼身者や家紋を招待し．地区ぐるみ

で拡迎する 「ふるさと学校JがHf.Jかれ，

30刊－.：r.:.i:~J i oo人が参加， j也Ii在fi：者と

楽 しく交流しました。

お
す
こ

「
刊
行
決

や
か
に
メ
む

岩
出
豊
次
郎
長
女
彩
花

堀
内
伊
佐
努

長

男

勇

佑

寺
臼

仁

二
男

尚

也

米

悶

吉

彦

二
男
知
円
也

九
六
町
栄
一
以
男

wm
究

附
品
縦
断
的

二
国
内
拓
也

谷
口

一止

一

長

女

哨

許

谷

U

政
俊
長
女
下
栄

f

この日午前 7時から．山崎地区の手I

1・；の方々 が．山由f.J小学校裏にある－￥和｜

公開の清掃奉仕を行いました。

この公国は，H円相17年に設置された

ものですが，今：年で45悶年になること

から 4月に自然石を配置するなども宅備

したばか I）で司この日は約30人が参加

に完成し，火入れ式が行われました。

I完舗装工事の区；I創立．境地区のV),l党

から月山の朝日イ ンターを結ぶ9.5～で，

このうち トンネル （6か所，約5.2九）

を除く．土工.f，待 1）ょう部分がアスフ

アルト舗装されるもの。

この自の式では，fll1事のあと． 臼4:

I~謡温画・・ 道路公団魚
！~~・E・－ i章了．事1￥務

所の平山所

長ら 4人が

プラン ト機

械の可動ス

イッチを押

し，米年夏

の全線開通

lこllrJ(t，舗

装工ヰ'i，めス

ター トをりj

1）ま した。

この臼は午前 6時30分から，町内会、

婦人会，児童クラブなど約2,000人が参

加し て． 町内の一斉ii'汁－； ，~奉仕が行われ

ました。

j均十店i箇所は，：境JII inf LIカ－ら小川河口ま

での町内全海岸．国道 8号線や娘道朝

日入：持線沿線，笹川やふ流川などの各

河川などで．そのほか道路花壇の王手取

りをしたり ．集会rilfの回 1）の草取 1）を

した町内もありました。

ゴミや空き出－がーっし落ちていない

「美しいまちJ は，彩、たちみんなの！~fi

いです。来年ii，あなたむ協力を。

...貫通をよるこぶ魚津町長と野村部長

県が制 H倒T山崎湯ノi頼（小川混泉元

湯付近）地内で工費約21日：円をかけて

昭和61年 7月から，建設を進めていた，県

道奥音11朝日公園線の湯ノi1ifiトンネノレ（延

長1,316｛；；：）がこの目貫通し，野村県土

木部長，魚津町長．腹熊県議などが出

席し.；盛り 初めなどの民j虚式が行われ

ました。

このトンネルは，高さ8.5：；；：，歩道2.5

:;;: .車道6；；； で．昭和64if.5月末に完

成する予定です。

8月3日
アスフアルトプラント火入れ式

この日，北陸自動車道l§；凶Ii装工事に

i半うアスフアルトヅラントが町役場償

ア月25日
北又小屋か完成

V新しく完成した北又小屋
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本
の
紹
介

「
咽
%
ま
ho
mw
ネ
白

菊

3

1

2a」
武

田

鏡

村

現
鴛
の
生
涯
は
謎
に
つ
つ
ま
れ
て

い
る
。
各
地
の
寺
に
伝
承
さ
れ
つ
づ

け
て
き
た
縁
起
や
送
話
に
民
俗
学
の

光
を
当
て
、
今
ま
で
解
明
さ
れ
な
か

っ
た
人
間
親
鴛
の
本
質
を
明
ら
か
に

す
る
。

「地
図
か
ら
消
さ
れ
た
島
」

武

田

英

子

峨
吋
小、

制
J

い
内
出
め
小
山
川
が
地

凶
か
ら
泊
さ
れ
た
。
そ
こ
は
、
悦
引

の
絡
術
品
。
場
ガ
ス

i
場
が
あ
っ
た

附
さ
れ
て
い
た
ぶ
ガ
ス
民
総
の
点

相
を
、
証
言
と
川
公
に
よ
っ
て
似
リ

起
こ
し
、

は
じ
め
て

世
に
問
う

ド
キ
ュ
メ

、／

L
E
。

新
し
い
本

二

般

書
）

Eヨ月 E羽表 I~！司

金山の高凶勉さんは. ll{{fil 30.if－ごろ

乳牛2頭から骨11＆！を始めたものの．市

産公害等をJ号1革してH{1.f:D53年 ・54年の

2 か年継続の生施総イト ·J~liて二坂本；さ

んと 2 人で金山酪良凶I也を形成， 庁'i{•';

を自宅微から人＇i!J.町との岐料付近に移

転。このとき乳ヰを 5~fiに l＼＇＞＇／やしたそ

うです。それから 8if!. .l'Jl;(J：は，ホル

スタイン帥（礼小） 28l!fi. ff 1£；・十 7~fi 

を飼旋し毎日約 600～の牛乳を出仰

するまでになリました。

ところで尚聞きんところの’ドlム 1 

頭当り生産吐 7.500・．（年｜日l）で，制

日町め平均 6.500～.w山県の日撚量

牛 乳 を生産

ニ
ュ

；
ヨ
！
ク
で
が
ん
と
生
き
る

下
築
敦
子

国
を
思
う
て
何
が
悪
い
阿
川
弘
之

玉

話

相

郎

の

遺

言

樋

口

恒

雄

ロ
シ
ア
に
お
け
る
ニ
タ
リ
ノ
フ
の
便

座

に

つ

い

て

維

名

誠

バ
ッ
カ
ス
気
分
で
地
成
政
浪川

又
一
失

点
林
下
地
ハ
f

b
An
u
－

旧
作

aJ
H
EAF

U

’1
 

安
部
－

m
ニ

U
州
以

ff

－

－
 

典
的
以
ど
す
え

ス
ト
レ
ス
時
代

川
柳
の
外
の
”
と
火
た
ち

生
命
燃
え
つ
き
る
と
も

（
小
説
）

卒

業

亦

川

次

郎

五

千

四

の

生

死

山

本

側

掠

和

ゅ

の

初

日

以

同

紙

こ
千
制

ソ
ウ
ル

・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ラ
パ

l
ズ
・

オ
ン
リ
ー

山

旧

詠

美

学

生

街

の

殺

人

東

野

主

吾

バ

ン

コ

ク

護

服

支

店

深

田

祐

介

男

女

の

機

微

諸

井

誠

土
堕
場
で
ハ
リ

l
－
ラ
イ
ム典

脱
五
郎

さ
よ
な
ら
は

2
B
の
鉛
筆

4
司
牛
舎
を
見
回
る
高
田
さ
ん

ふ
た
り
で
探
偵

越
の
む
ら
さ
き

捻
て
子
ご
っ
こ

れ
ん
げ
読
書
会

森

雅

裕

平
岩
弓
校

畷

文

兵

・
氷
山
則
夫

9
R
9
日
（
水
）

午
後
l
時
却
分

1

会
場

制
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
主

テ
キ
ス
ト

「
米
明
の
浜
」

峰
崎
品
射

日
時総

留

の

日
時

9
月
初
日
｛
水
）

午
後
l
時
却
分

1

制
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
主

.a. 
Z玄せ

児
童
室
が
オ
ー
ブ
ン
し
ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

:z:i: 

場お

し

b 

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た

「
点
訳

・
広
報
あ
さ
ひ
」

7
冊、

寄
贈
者
耕
日
町
プ
チ
コ
の
会

7 , ooo•. （経産牛）を大きく上回るとか。

また，出荷する’ド手Lは乳Jl行JIJJ分が 3.7

%（基準3.5%）.無JI問し同形分が 8.6%

（恭準8.5%）と乳質も良いようです。

高出さんは，今後．｜勾4：も取リ 入れ

た複合経営をHfA"したいと，的践に意

欲的に取り車ILんでおられます。

ご市1・Iを
ありか．とう

ございました
<7月118-81.10日〉

［〉朝日町道下の折谷行さんから供川小

学校へ音楽指み用教弘としてヤマハ

オルガン (IO万同相当）

－
昭
和
白
年

9
月
号

⑪

V
8
H
5
臼
に
山
山
市
で
開
催
さ
れ

た
北
開
終
的
述
人
H
会
総
談
会
で
‘
小

川
翁
1r松
川
川
川
刷
工
会
議
所
会
副
が
、

首
郎
凶
へ
辿
ず
る
新
中
心
路
桃
恕
と
し

て
、
制

H
1
問
ω
什

｛H
K
野
川
川
）
山
川
動

ぃ
恥
辺
路
の
他
設
を
保
山
伏
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

V
こ
の
辺
聞
は
、
北
陸
’

n動

車
道
制
日
イ
ン
タ
ー
か
ら
明
H
舟
や

白
鳥
岳
な
ど
北
ア
ル
プ
ス
の
下
を
く

ぐ
り
、
長
野
県
白
馬
村
と
結
ぶ
も
の

で
、
直
線
距
離
で
約
刊
J
の
ル
！
ト
。

そ
の
あ
と
、
白
鳥

i
松
本
間
の
間
道

1
4
8
号
線
を
幣
備
し
、
海
尻
を
経

て
中
央
自
動
車
道
と
結
ぶ
も
の
。

V
こ

の
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
東
京
ま
で

3
4
0
J
と
な
り、

約

3
時
間
半
で

行
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

V
し

か
し
、
こ
の
道
路
は
ま
だ
中
な
る
械

忽
の
段
附
で
す
。
こ
の
椛
恕
が
一
段

階
進
み
、
削
吠
山
火
性
を
叫
び
て
く
る
の

か
、
そ
れ
と
も
こ
の
ま
ま
川
え
て
い

く
の
か
。
そ
れ
は
、
似
た
ち

a

人

一

人
の
対
応
の
仕
万
に
か
か

ゥ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

V
と
も
あ
れ
、
似
た

ち
に
が
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
道
路
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

編
集
チ
は
、
い
つ
も
町
が
発
展
す
る

夢
を
見
絞
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
ど
う
息
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。


